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看板で世の中を活性化し元気に

ͷۚଐՃٕज़を׆༻
同社は昭和３９年に、フォークリフト向けのベア

リング加工業として創業した。自社の持つ金属切
削加工技術を他分野へ展開していき、アウトドアで
使用するテントを固定するためのペグや園芸用品
などを手がけるようになった。その後、現在のディス
プレイスタンドや看板などを制作するようになった。
平成２６年には大阪府堺市で行われている認定制度

「堺技衆」にも選出された。

ݧܦज़ͱٕ͍ߴ
完全自社製造による自社ブランドの多種多様な

オリジナル看板を全国に出荷している。「生産コストを
下げること」、「生産品質を上げること」を社内のモッ
トーとしており、これらのモットーを実現するため、
積極的に自社内でオリジナル治具や金物を作成。

「これらのオリジナル治具は他社では真似できないと
自負している」と自社の技術に喜井充社長は胸を張る。

事業内容

৽͍͠ثࡂ۩を։ൃ
防災に対する意識が年々高まる中で、企業が防災

用具を保管するスペースに頭を悩ませているところに
ヒントを得た。救護担架などは従来保管スペースを広く
取られてしまい保管場所が限られていた。また日常的
に使用されるものでもなく企業の防災担当者ですら
保管場所を失念するなども問題もあった。そこで商業
施設・教育機関・公共施設などあらゆる場面で常に
使用され、目に届きやすい看板という商材に目を付けた。

ஔ͖൘ʹࡂɾհػޢを
自社が持つ看板製作のノウハウをもとに、通常の

置き看板にプラスαの機能を付加しようと取り組みを
始めた。少子高齢化や多発する地震等の自然災害に
対応できるような緊急時の車いすのような防災・介護
機能を付加した置き看板の製作に着手。常に手の届く
ところにあるような防災・介護器具として新たな商品
の開発を目指した。

補助事業

ं͍ ͱ͢͠てͷڧຬͨ͢
緊急搬送用としての機能を果たすには十分な強度

を持たせる必要がある。そこで同社は大阪府立大学
に依頼して強度算出・強度試験を行った。強度の
目安は車いすについての品質管理体制と製品試験
の基準が定められたＪＩＳ Ｔ９２０１とした。荷重
１００㎏の実験でも何ら問題もなく、その後の実用
実験も同大学で実施。何ら問題がなく安全に関して
自信を深めた。駅や学校、イベント会場など人が
集中する場所に設置し、けが人や病人などを即時に
安全な場所に運搬する用途を付加した店舗前看板

「サポートサイン」の開発に成功した。

̩̫ͳͲʹ取Γ্͛ΒΕೝ্
車いすタイプ・リヤカータイプ・ストレッチャー

タイプなどさまざまなバリエーションを展開。看板
から通常使用されているパネル部分を取り外すこと
で誰でも簡単に使用することができる。看板から
車いすに変化させるための所要時間はたったの
数秒。すばやく利用できるよう心がけた。展示会
でのＰＲも奏功し、ＴＶなどでも取り上げられるように
なった。

具体的成果

ਓ͕ू·Δͱ͜ΖͰಋೖ͢ࢦ
このような日常的に使用する看板が防災用具と

して活用できることに、市場の反応は良好だ。最近
では大学でも導入されはじめ、実際に活用される
場面もあったという。また高齢者などが多く集う
スーパー銭湯なども導入を始めたという。

̖̙̚ͷΑ͏ͳීٴを͢ࢦ
「防災看板」といった商品はこれまで市場に存在

せず、これからのＰＲが市場開拓のキーポイントと
なる。普及ポイントとして目を付けたのが、設置
条件が酷似する「ＡＥＤ（自動体外除細動器）」だ。
厚生労働科学研究所によれば平成２４年時点でＡＥＤ
累計販売台数は４４万台。そのうち７８％は公共施設
に設置されている。同社が開発した「サポートサイン」
も公共施設での設置を目指し、ＡＥＤ設置数の約
２５％を目指して市場を開拓していく考えだ。

価格に関しても通常のストレッチャーやキャス
ター付き担架が１０―２０万円で販売されている
ことを鑑みると、「サポートサイン」の販売価格帯は
１０万円前後に設定予定だ。「十分に付加価値を
持った製品として市場に出せると思う」と喜井翔太郎
企画営業部長は自信をのぞかせる。

今後の戦略

防災看板「サポートサイン」
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「サポートサイン」は身近な看板として機能
するだけでなく、緊急時に人の役に立つと
いう付加価値により社会に貢献できる商品
であると確信しております。

社会に貢献できる商品を
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即納体制を整えている現場

「サポートサイン」設置例
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